
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コッペタウン 
in 2019 

消防体験ブース 
～こっぺ消防署～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本格的に寒くなる季節を迎え、どのご家庭でもストーブを使う機会が多いと思いま

す。毎年使っているストーブだからと油断せず、以下の点に注意して正しく使うこと

が大切です。 

 

○使用前には必ず点検！ 
ストーブを使用する前には点検と清掃を行いましょう。 

ゴムホースは劣化するとひび割れて灯油が漏れて危険 

です。異常を感じたらすぐに使用を中止しましょう。 

 

○ストーブ周りは整理整頓！ 
ふとんや衣類、雑誌などをストーブの近くに置いたり、 

洗濯物を乾かしたりしてはいけません。 

直接ストーブに接触していなくても熱によって出火する 

おそれがあります。洗濯物はストーブの上に落下すると 

大変危険ですのでやめましょう。 

 

○給油は細心の注意を！ 
ストーブに火がついた状態で給油するのはやめましょう。 

タンクのキャップが確実に締まっていないと灯油が漏れ 

出火するおそれがあり、大変危険です。 

  

興部消防団・興部支署では歳末特別警戒を下記の 

日程のとおり実施いたします。 

期間中は消防車両による警戒とサイレンの吹鳴を 

行いますのでご了承ください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

    

  



 

 

 

 

 

毎年１２月～１月には餅や団子による窒息事故が多くなります。 

特に飲み込む力が低下した高齢者に多く発生しています。 

事故を未然に防ぐために、以下のポイントや応急手当について 

知っておくことが大切です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

万が一、窒息事故が起きてしまった場合、声が出せなくなっ 

たり、顔色が急に青くなったり、喉に手を当てたりします。 

「のどが詰まったの？」と尋ね、声が出せなければ、窒息と 

判断し、以下の手順で対応してください。 
 

１．「咳」をするように声掛けし、周囲の人に１１９番 

通報を依頼する 

２．背部叩打法（はいぶこうだほう） 

 手の付け根で肩甲骨と肩甲骨の間を力強く叩く。 

 ３．意識がなくなった場合には心肺蘇生法を開始します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・できるかぎり一人で食べない。 

・小さく切る 

・喉を潤してから食べる。 

・お雑煮など汁物で食べる。 

・よく噛んで食べる。 

餅や団子を食べるときの注意ポイント 

窒息事故の応急手当 

消防署では応急手当や心肺蘇生法を学べる救急講習の開催を 

しています。気軽にお問合せください。 消防署興部支署 救急係 

 

 


